
世の中の課題を解決する

これまでの電
でん

力
りょく

のネットワークは、 大
だい

規
き

模
ぼ

な発
はつ

電
でん

所
しょ

で電
でん

気
き

をつくって家
か

庭
てい

や工
こう

場
じょう

などに送
おく

り届
とど

けるのが一
いっ

般
ぱん

的
てき

だった。
でも、 それとは違

ちが

う新
あたら

しいしくみの研
けん

究
きゅう

が進
すす

んでいる。そ
の名

な

は V
ブイピーピー

PP（仮
か

想
そう

発
はつ

電
でん

所
しょ

：V
バーチャル

irtual P
パワー

ower P
プラント

lant）。地
ち

域
いき

に分
ぶん

散
さん

するエネルギーリソース（太
たい

陽
よう

光
こう

発
はつ

電
でん

、電
でん

気
き

自
じ

動
どう

車
しゃ

、蓄
ちく

電
でん

池
ち

など）を、インターネットの技
ぎ

術
じゅつ

でつなぎ、まる
で 1 つの発

はつ

電
でん

所
しょ

のように機
き

能
のう

させるんだ。「身
み

の回
まわ

りにあ
る太

たい

陽
よう

光
こう

発
はつ

電
でん

や電
でん

気
き

自
じ

動
どう

車
しゃ

が地
ち

域
いき

を支
ささ

える“発
はつ

電
でん

所
しょ

”の一
いち

部
ぶ

になる」、なんてことも近
ちか

い将
しょう

来
らい

やってくるぞ！

エネルギア総合研究所エネルギア総合研究所ででお話お話をを聞いたぞ！聞いたぞ！

エネルギア総合研究所でVPPの研究をするみなさん。
左から伊豆野泰道さん、三川玄洋さん、中村剛裕さん。

エネルギア総合研究所では、エネルギーリソースとして太陽光発電と電気
自動車、リユースバッテリー（電気自動車で使用されていたもの）、蓄電
池、電気温水器を組み合わせて、電気をコントロールするVPPの実証
実験を行っている。

いろいろな
ものをつなげると
いいことあるの？

今回のテーマ今回のテーマ

電気自動車が電気自動車が
発電所にも発電所にも
なっちゃう！？なっちゃう！？

取材協力／�中国電力株式会社��
エネルギア総合研究所（広島県）

協力／パワーアカデミー　取材・文／寺西憲二
写真／飯島�裕　イラスト／すぎうらあきら、新保基恵

ここがVPP研究の最前線だ！

電気温水器電気温水器

太陽光発電太陽光発電

リユースバッテリーリユースバッテリー
電気自動車電気自動車

蓄電池蓄電池
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　電
でん

気
き

をつくるために、太
たい

陽
よう

光
こう

や風
ふう

力
りょく

などの再
さい

生
せい

可
か

能
のう

エネルギーを使
つか

う割
わり

合
あい

が増
ふ

えてきています。
太
たい

陽
よう

光
こう

や風
ふう

力
りょく

は、発
はつ

電
でん

時
じ

の温
おん

室
しつ

効
こう

果
か

ガスの排
はい

出
しゅつ

が
ゼロといったメリットがある一

いっ

方
ぽう

、日
にっ

射
しゃ

量
りょう

や風
ふう

速
そく

な
どの気

き

象
しょう

条
じょう

件
けん

によって発
はつ

電
でん

量
りょう

が左
さ

右
ゆう

される面
めん

もあ
ります。今

こん

後
ご

、再
さい

生
せい

可
か

能
のう

エネルギーの割
わり

合
あい

が高
たか

ま
るにつれて、電

でん

力
りょく

のネットワークを安
あん

定
てい

的
てき

に運
うん

用
よう

するためには、この不
ふ

安
あん

定
てい

な発
はつ

電
でん

量
りょう

の変
へん

動
どう

を吸
きゅう

収
しゅう

することが課
か

題
だい

となっていきます。
　そこで期

き

待
たい

されるのがVPPです。VPPでは、電
でん

気
き

をつくるもの（太
たい

陽
よう

光
こう

発
はつ

電
でん

など）だけでなく、電
でん

気
き

を使
つか

うもの（電
でん

気
き

温
おん

水
すい

器
き

など）も「エネルギーリ
ソース」として考

かんが

えます。さらに、電
でん

気
き

自
じ

動
どう

車
しゃ

や蓄
ちく

電
でん

池
ち

のように、電
でん

気
き

を使
つか

って蓄
たくわ

えたり、放
ほう

電
でん

して
他
ほか

の用
よう

途
と

に使
つか

ったりできるものも重
じゅう

要
よう

なエネル
ギーリソースです。地

ち

域
いき

に無
む

数
すう

に散
ち

らばるこれら
のリソースをインターネットでつなぎ、電

でん

気
き

がつく
られる量

りょう

と使
つか

われる量
りょう

をリアルタイムでコント
ロールするのです。
　VPPが実

じつ

現
げん

すれば、より多
おお

くの再
さい

生
せい

可
か

能
のう

エネ
ルギーを使

つか

えるようになるでしょう。また、近
ちか

い将
しょう

来
らい

に電
でん

気
き

自
じ

動
どう

車
しゃ

がより一
いっ

般
ぱん

的
てき

になっていけば、現
げん

役
えき

を引
いん

退
たい

する電
でん

気
き

自
じ

動
どう

車
しゃ

も増
ふ

えていきます。エネ
ルギア総

そう

合
ごう

研
けん

究
きゅう

所
しょ

ではそんな未
み

来
らい

を見
み

越
こ

して、電
でん

気
き

自
じ

動
どう

車
しゃ

に搭
とう

載
さい

されていたバッテリーをリユース
し、エネルギーリソースとして活

かつ

用
よう

する試
し

験
けん

も行
おこな

っ
ています。
　さらに、VPPは発

はつ

電
でん

所
しょ

から遠
とお

く離
はな

れた地
ち

域
いき

や島
しま

などでも力
ちから

を発
はっ

揮
き

すると考
かんが

えられています。地
ち

域
いき

に散
ち

らばる1つ1つのエネルギーリソースをまとめ
て安

あん

定
てい

したエネルギーを得
え

て、電
でん

気
き

の“地
ち

産
さん

地
ち

消
しょう

”
をする日

ひ

も近
ちか

そうです。

電気の需要と供給をコントロール

VPPによって、使われる電気（需要）とつくられる電気（供給）のバ
ランスをとるイメージ図。太陽光発電の発電量が需要より少ないとき
は、蓄電池などを放電させて、必要な電気を供給する（①、③）。反
対に、太陽光発電の発電量が需要より多いときは、需要をオーバーし
た部分を使って蓄電池を充電したり、電気温水器で湯を沸かしたりす
る（②）。IoTの技術により、多数のリソースを組み合わせて調整する
ことで電気の需要と供給をコントロールする。

①放電 ③放電

②充電
時 間

電
力

需要

太陽光発電

IoTでリソースをつなぎ、発電所のように使う！

電気工学のことをわ
かりやすく解説して
いるコーナーをはじ
め、電気の現場で働
く人や研究者のイン
タビューも充実！　ぜ
ひチェックしてみてね。 パワーアカデミー 検索

パワーアカデミーのWEBサイトでパワーアカデミーのWEBサイトで
電気工学を学ぼう！電気工学を学ぼう！IoTで人ともの、そして

電気がつながるんだね！
VPPが実現したら、
電気をもっと上手に
使える社会になりそう！

これがVPPのしくみだ！

VPP
仮想発電所

太陽光発電

電気自動車

リユースバッテリー

蓄電池

電力のネットワーク

工場の生産設備

電気温水器

VPPでは、地域にある「電気をつくるもの（太陽光発電など）」、「電
気を使うもの（電気温水器など）」、「電気を使ったり、取り出せたり
するもの（電気自動車など）」をエネルギーリソースとしてつなぐ。こ
れまでの電力のネットワークは、大規模発電所から家庭や工場などに
一方向に電気を送り届けるものだったが、VPPが実現すると、家庭
や工場にあるエネルギーリソースから、どこか別の使用場所へと電気
が送り届けられるような双方向のネットワークが出来上がる。
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